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(1)精神障害者の身体的不健康の改善に向けた行動変容プログラムの効果に関する研究  

青森県立保健大学の官学連携・地域貢献研究の概要 

研究背景・目的 

研究成果 

研究方法 
●種々の身体測定、心理検査を行い横断的に対象者の特
徴を把握する。ＳｆＷプログラムを実施し、Ｂａｓｅｌｉｎｅ、中間、
最終測定の3回測定を行い、体重減少等の効果をみる。 
ＳｆＷの効果をみるために、Intervention group群とStandard 
care group群を設定し効果の違いを明らかにする。 
 

研究結果は表に示した通りである。次年度より入院群お
よびデイケア群の対象者を増加し調査を継続する。 

● 精神障害者は、循環器疾患や糖尿病の有病率が高く、  
 早期に死亡することが報告されている。 
● 早期死亡の要因として、肥満や食事内容の乏しさ、 
 運動量の不足が指摘されている。 
● そこで、本研究では統合失調症患者の身体的不健康 
 の予防にあたり、種々の身体測定を実施後、栄養と運動 
 プログラムであるSolutions for Wellness：SfWを実施し 
 その効果を明らかにすることした。 
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